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N18a RXTEを用いた、パルサー LMC X-4のサイクロトロン共鳴吸収線の
探査
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パルサーは発見からすでに 30年以上経過するが、いまだに多くの謎を残している天体である。中でも、質量降
着型パルサーの表面の磁場は、そのほとんどが 1012G付近に値がそろっているが、その理由はまだわかっていな
い。我々は磁場を直接的に測る手段として、観測から得られたスペクトル中から cyclotron resonant scattering
features (以下 CRSFs) のエネルギーから磁場を求める方法を用いてきた (Makishima et al. 1999)。
今回解析した LMC X-4 は以前に 20 keV 付近に CRSFs が存在すると推測された天体である (Mihara 1995)。
この LMC X-4 は連星パルサーで、伴星に 20 M⊙のO型星を持っていて、伴星からの星風の影響により全体の
X線強度が 30日周期で、約 60の変化を示す。解析にはX線強度が強い時のデータを用いた。解析に用いた主な
データはX線衛星RXTEで観測したものである。CRSFsは pulse phaseの影響を強く受けるので phase resolved
spectroscopy を行った。
講演では、解析結果についての報告をする。


